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瓦と瓦塔からみた古代寺院
―佐伯遺跡の調査成果を中心に―

公益財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センター

浅田　洋輔

１．はじめに

百
く だ ら

済から仏教が伝えられたのは538年という説が有力ですが、７世紀前半には46か所だっ

た寺院数（『日
に ほ ん し ょ き

本書紀』）が、７世紀末には545か所に増えています（『扶
ふそうりゃくき

桑略記』）。古代丹波国

あるいは亀岡盆地も例外ではなく、多くの寺院が建立されていることが発掘調査からわか

っています。

丹波国は６つの郡で構成され、畿内に隣接することもあり、古来より重要視されていた

地域です。中でも亀岡盆地を中心とする桑
くわたぐん

田郡は山
やましろ

背国から峠を越えて隣接する地域に位

置しており、古代丹波国の中心として多くの古代寺院が造営されたほか、丹波国分寺・国

分尼寺が創建されました。

ここでは、薭
ひ え だ の

田野町佐
さ え き

伯遺跡に焦点をあて、新たに発見された古代寺院について考えた

いと思います。

２．佐伯遺跡の調査成果

佐伯遺跡は、亀岡市西部の薭田野町佐伯に広がる集落遺跡です。この遺跡の東側には縄

文時代晩期から中世の太田遺跡、弥生時代から鎌倉時代の天
てんがわ

川遺跡、西側には横穴式石室

を持つ佐伯古墳群、北側には縄文時代及び古墳時代から中世の鹿
ろ く や

谷遺跡などが所在します

（図１）。また、平安時代には佐伯遺跡の近隣に山陰道が通っていたと考えられています(

図11）。

今回の発掘調査は、国営緊急農地再編整備事業「亀岡中部地区」に先立ち、平成27年度

から平成29年度の３か年にかけて実施したものです。

調査の結果、古墳時代から平安時代にかけての古墳１基・竪穴建物20基・掘立柱建物19棟・

掘立柱塀２条・井戸２基・瓦堆積３か所のほか、土坑・ピットなどを多数検出しました（図

２）。調査地の東部から南部では、古墳時代中期末から後期にかけての竪穴建物と、奈良

時代から平安時代にかけての掘立柱建物を多数確認しました。一方、東部では、古墳時代

後期初頭と考えられる大日堂古墳を新たに確認するとともに、奈良時代から平安時代にか
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けての掘立柱建物・井戸・溝などを検出しました。これらの掘立柱建物は主軸を真北に揃

えていることから、計画的に配置されたと考えられます。また、C−１トレンチの東側や

南東側では平安時代の掘立柱建物や井戸、溝などを検出しました。溝からは須恵器・土師

器、墨書土器や木簡・木製品などが多数出土したほか軒丸瓦が１点出土しています。

今回最も注目されるC−１トレンチの掘立柱塀と瓦堆積についてやや詳しく見ていきま

す（図３・４）。まず、掘立柱塀は、一辺約１ｍの方形の柱穴から構成されており、検出し

た総延長は約24ｍです。10基の柱穴のうち２基から平瓦の破片が出土しています。瓦堆積

は、掘立柱塀の周辺で３か所確認しました。奈良時代を中心とする軒瓦・丸瓦・平瓦など

の瓦類がまとまって出土しました。瓦堆積の分布域が掘立柱塀の東側に集中することか

ら、瓦を使用した施設が塀の東側に存在したと考えられます。また、柱穴から平瓦が出土

したことから、掘立柱塀は施設の整備がある程度進んだ段階で作られた可能性がありま

す。なお、C−１トレンチでは瓦
が と う

塔が１点出土しています。

一方、出土した遺物には、土師器や須恵器のほかに、集落ではあまり見られない瓦や瓦

塔、緑
りょくゆうとうき

釉陶器や動物の蹄
ひづめ

を模した脚部を持つ蹄
ていきゃくえんめんけん

脚円面硯、須恵器を硯に転用した転
てんようけん

用硯、「田

屋」「正福」「西家」「小殿」などの文字や記号が書かれた墨書土器、「　伴益継」と人名が

書かれた木簡など、公の施設や寺院などで出土する遺物があります。

ここでは、寺院との関わりが深い軒瓦と瓦塔について見ていきます。

軒瓦　多くの瓦はC－１トレンチから出土したもので、軒
のきまるがわら

丸瓦は３種類（図５）、軒
のきひらがわら

平瓦

は４種類（図８）に分類できます。

軒丸瓦Ⅰ類は奈良時代の瓦です。佐伯遺跡で出土した軒丸瓦の８割以上を占めており、

最も古い一群です。綾部市綾中廃寺の軒丸瓦Ⅲ類と同じ文様が施された瓦です。文様の詳

細な観察によって笵についた傷の進行が見られることから、長期にわたって同じ笵によっ

て瓦が造られていたことがわかります。

軒丸瓦Ⅱ類は白
はくほう

鳳期の瓦です。同じ文様ではありませんが、蓮弁や間弁の形状が向日市

の宝
ほうぼだいいんはいじ

菩提院廃寺などで出土している軒丸瓦に類似しています。

軒丸瓦Ⅲ類は奈良時代末の瓦です。同じ文様ではありませんが、蓮弁の形状が亀岡市

観
かんのんしばはいじ

音芝廃寺や丹波国分寺で出土している軒丸瓦に類似しています。

軒平瓦Ⅰ類は奈良時代の瓦です。綾中廃寺で出土した軒平瓦Ⅱ類（図９）と同じ文様の瓦

です。いずれも内区の偏
へんこう

行忍
にん

冬
どう

唐
からくさもん

草文や上外区の珠
しゅもん

文などに笵についた傷（図10）が確認で

きます。軒丸瓦Ⅰ類とセット関係にあると考えられます。

軒平瓦Ⅱ類は白鳳期の瓦です。瓦当面には文様を施さずに平瓦の凸面に６条の凸線が施

されています。南山城地域の志
し み ず は い じ

水廃寺や普
ふ げ ん じ

賢寺などに同様の軒平瓦があります。
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軒平瓦Ⅲ類は重

じゅうこもん

弧文軒平瓦です。時期は不明です。

軒平瓦Ⅳ類は細片のため文様や時期については不明です。

瓦塔　瓦塔は仏塔を模した焼き物の塔で、破片が１点出土しました（図15）。表側は竹管

状の工具を用いて瓦葺きを表現しており、降
くだ

り棟
むね

と考えられる粘土剝離痕もみられます。

裏側は粘土をつまむことで筋状にし、扇
おうぎだるき

垂木を表現しています。製作年代は不明です。出

土がこの１点のみであるため、具体的に瓦塔のどの部位であるのかは不明で、全体像の復

元は困難です。

以上の調査成果をまとめると次のようになります。調査地の東部から南部には、奈良時

代から平安時代の掘立柱建物が広がっていたと考えられ、見つかった掘立柱建物の中に計

画的に配置されたものがあること、硯や墨書土器などが出土していることから役所など公

の施設が存在したと考えられます。また、調査地の中央部に位置するC－１トレンチ付近

には、掘立柱塀により区画され、瓦を使用した施設が存在したと考えられます。

古代において、大量の瓦を使用する施設としては、寺院や役所などが考えられます。今

回、瓦や瓦塔が出土していることから、C－１トレンチには、寺院に関連する施設が存在

した可能性が高いと考えられます。

３．瓦と瓦塔からわかること

（１）佐伯遺跡と綾中廃寺の関連性

綾部市に所在する綾中廃寺は、何
いかるがぐん

鹿郡の郡衙と推定されている青
あおのみなみいせき

野南遺跡に隣接してい

ます。この立地から綾中廃寺は何鹿郡の郡
ぐ ん じ

司が創建した郡寺ではないかと考えられていま

す。綾中廃寺では複数の型式の軒瓦が出土しています。中でも軒丸瓦Ⅲ類（図６）と軒平瓦

Ⅱ類（図９）は、佐伯遺跡の軒丸瓦Ⅰa類（図５）のうち笵傷が１か所あるもの、軒平瓦Ⅰa・

Ⅰb・Ⅰc類（図８）と同じ笵を使用した瓦です。

また、佐伯遺跡の軒丸瓦Ⅰ類には、瓦を製作する際に生じる破損や彫り直しによる笵
はんきず

傷

がなく文様の鮮明なものがあることから、佐伯遺跡の軒瓦が綾中廃寺に先行すると考えら

れます。一方、笵傷が新しくできているもの（図７右）や笵が彫り直されたもの（Ⅰb類）が

あることから、佐伯遺跡では同じ笵が長期間にわたって使用されたことがわかります。こ

のことは、佐伯遺跡の軒丸瓦Ⅰ類の出土点数が多いことからも裏付けられます。

以上のことから佐伯遺跡にあった寺院に供給するために生産された瓦の一部が、早い時

期に綾中廃寺の補修瓦として使用されたのではないかと考えています。

佐伯遺跡と綾中廃寺のように郡域を越えて同じ笵の瓦を使用している背景には、双方の

寺院の造営氏族間の強いつながりが想定されます。
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（２）瓦塔

瓦塔の出土例としては、京都府内では瀬後谷瓦窯跡（木津川市）、小倉町別当町遺跡（京

都市）に次いで３例目となります。近畿圏内でも20例程しか出土していません。全国で約

320例出土した瓦塔の９割近くが関東で出土しています。佐伯遺跡で出土した瓦塔は、近

畿における瓦塔とは屋根瓦の表現や垂木の表現などの特徴が異なりますが、関東や愛知県

で出土した瓦塔には同様の表現で製作されたものが多くみられます。関東や東海の例は平

安時代のもので、佐伯遺跡で出土した瓦塔の年代を考えるうえで参考となります。

瓦塔は仏教との深い関連が想定されています。今回は破片１点のみの出土ですが、近畿

の瓦塔を考えるうえで貴重な遺物といえます。

４．おわりに

佐伯遺跡の調査では多くの瓦片の他に仏教と深い関わりがある瓦塔が出土しました。古

代において瓦を多用する施設は寺院や役所などの公的施設と考えられます。明確な寺院遺

構が見つかっていないため寺域や伽藍配置は明らかではありませんが、佐伯遺跡に古代寺

院が存在した可能性は高いと考えられます。創建時期は、瓦の文様の特徴から奈良時代中

頃と考えられます。

古代丹波国には多くの古代寺院が存在し、中でも桑田郡には７か所の古代寺院が存在し

ています。今回の佐伯遺跡の調査により、これまで亀岡盆地における交通の要衝でありな

がら古代寺院の空白地であった薭田野町域内にも古代寺院が存在した可能性が高まりまし

た。桑田郡は畿内に隣接する地域であり、古代丹波国の政治・文化の中心の１つであった

ため、当時の有力者達が寺院を建立したのではないかと考えられます。

古代丹波国の軒瓦の文様を見ると、都城で使用される中央系の文様を使用する寺院が多

いのですが、丹波国内の複数の寺院で同じ文様の瓦を使用する事例は多くありません。佐

伯遺跡と綾中廃寺は、直線距離で40㎞以上離れているにもかかわらず同じ笵の瓦が使用さ

れていることを考えると、これらの瓦を使用して寺院を建立した氏族の間に強いつながり

があったことがうかがえます。

丹波国内の多くの古代寺院で使用される瓦の生産地はわかっていませんが、丹波国内の

瓦の生産や使用の実態を明らかにしていくためにも今後の調査事例の増加に期待したいと

思います。
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中村孝行『綾中廃寺跡第１次・第２次発掘調査概報』綾部市文化財調査報告第８集　綾

部市教育委員会　1981

埼玉県歴史資料館『瓦塔・瓦堂修理報告書：埼玉県児玉郡美里町東山遺跡出土』　埼玉

県教育委員会　1993

村田和弘・黒坪一樹・竹村亮仁・荒木瀬奈・武本典子・浅田洋輔「平成27～29年度国営

緊急農地再編整備事業「亀岡中部地区」関係遺跡　佐伯遺跡第７～９次」『京都府遺跡調

査報告集』第178冊　公益財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センター　2019
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図３　佐伯遺跡９次調査Ｃ－１地区遺構平面図（Ｓ＝1/400）

瓦堆積 SX04瓦堆積 SX04

瓦堆積 SX06瓦堆積 SX06

瓦集中 SX01瓦堆積 SX01

X=-109130
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0 10ｍ

掘立柱塀

掘立柱建物

竪穴建物

竪穴建物

SX04

SX06

図４　瓦堆積ＳＸ０４・０６出土状況図（Ｓ＝1/160・1/80）



8

図８.佐伯遺跡軒丸瓦形式一覧　S=1/4

軒丸瓦Ⅰ類

軒丸瓦Ⅱ類

軒丸瓦Ⅲ類

図９.綾中廃寺軒丸瓦形式一覧 S=1/4

（綾部市教育委員会　1981）
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図10. 綾中廃寺（左）と佐伯遺跡（右）の笵傷位置位置関係

図版５

図５　佐伯遺跡軒丸瓦型式一覧（Ｓ＝1/4）図８.佐伯遺跡軒丸瓦形式一覧　S=1/4

軒丸瓦Ⅰ類

軒丸瓦Ⅱ類

軒丸瓦Ⅲ類

図９.綾中廃寺軒丸瓦形式一覧 S=1/4

（綾部市教育委員会　1981）
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図10. 綾中廃寺（左）と佐伯遺跡（右）の笵傷位置位置関係

図版５

図６　綾中廃寺軒丸瓦型式一覧（Ｓ＝1/4）
（綾部市教育委員会　1981）　

図８.佐伯遺跡軒丸瓦形式一覧　S=1/4

軒丸瓦Ⅰ類

軒丸瓦Ⅱ類

軒丸瓦Ⅲ類

図９.綾中廃寺軒丸瓦形式一覧 S=1/4

（綾部市教育委員会　1981）
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図10. 綾中廃寺（左）と佐伯遺跡（右）の笵傷位置位置関係

図版５

図７　綾中廃寺軒丸瓦Ⅲ類（左）と佐伯遺跡軒丸瓦Ⅰ類（右）の笵傷位置関係
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Ⅳ類

Ⅱ類

Ⅰc類

Ⅲ類

Ⅰd類

Ⅰb類

Ⅰa類

図 11. 佐伯遺跡軒平瓦形式一覧　S=1/4

図版６

図８　佐伯遺跡軒平瓦型式一覧（S=1/6）
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綾中廃寺軒平瓦Ⅰ類

綾中廃寺軒平瓦Ⅲ類

綾中廃寺軒平瓦Ⅱ類

図 12. 綾中廃寺軒平瓦型式一覧　S=1/4

( 綾部市教育委員会　1981）

図 13. 綾中廃寺軒平瓦Ⅱ類（左）と佐伯遺跡軒平瓦Ⅰ類（右）の笵傷位置関係

図版７

図９　綾中廃寺軒平瓦型式一覧（S=1/4）
（綾部市教育委員会　1981）

図10　綾中廃寺軒平瓦Ⅱ類（左）と佐伯遺跡軒平瓦Ⅰ類（右）の笵傷位置

綾中廃寺軒平瓦Ⅰ類

綾中廃寺軒平瓦Ⅲ類

綾中廃寺軒平瓦Ⅱ類

図 12. 綾中廃寺軒平瓦型式一覧　S=1/4

( 綾部市教育委員会　1981）

図 13. 綾中廃寺軒平瓦Ⅱ類（左）と佐伯遺跡軒平瓦Ⅰ類（右）の笵傷位置関係

図版７
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図12　亀岡盆地古代寺院位置図（Ｓ=1/100,000）

図11　古代丹波国略図（『国史大辞典』丹波国略図に加筆・　　は平安時代の山陰道）
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■■
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綾中廃寺

0 40kｍ

図13　佐伯遺跡（亀岡市）と綾中廃寺（綾部市）の位置関係（S=1/15,000,000）
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図 14. 佐伯遺跡（亀岡市）と綾中廃寺（綾部市）の位置関係　S=1/1,000,000

図 15. 東山遺跡（埼玉県）出土瓦塔・瓦堂

（埼玉県教育委員会　1993）

図 16．佐伯遺跡出土瓦塔　S=1/4

図版８

図14　東山遺跡（埼玉県）出土瓦塔・瓦堂
（埼玉県教育委員会　1993）

図15　佐伯遺跡出土瓦塔（S=1/5）
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亀岡盆地における古代寺院建
こん

立
りゅう

亀岡市教育委員会
樋口　隆久

１．はじめに

紀元前６世紀にインド、ガンジス川流域に生まれたブッダにより開かれた仏教は、その

後東南アジアや東アジアに広がります。紀元前後ころに中国に伝えられ、４世紀の鳩
く

摩
ま

羅
ら

什
じゅう

による大
だいじょう

乗経
きょうてん

典の訳出により、大
だいじょうぶっきょう

乗仏教としての方向が定まり、４世紀後半には、

朝鮮半島の高
こう

句
く

麗
り

や百
く だ ら

済、新
し ら ぎ

羅の三国に伝わり、それぞれ特徴を持った仏教として成立し

ていきました。

日本への伝
でん

播
ぱ

については、『元
がん ご う じ え ん ぎ

興寺縁起』や『上
じょうぐうしょうとくほうおうていせつ

宮聖徳法王帝説』によると、538年に百

済の聖
せいめいおう

明王から仏像や経典が伝えられ、これが仏教の公伝とされています。これに先立っ

て、司
し ば た っ と

馬達等が６世紀初めころに、仏像を拝んでいたとも言われています。

また、588年には、百済から仏
ぶっしゃり

舎利、僧侶と共に、寺
じ　こう

工や鑪
ろ ば ん は か せ

盤博士や 瓦
かわら

博
はか

士
せ

、画
が

工
こう

など

の技術者が来朝したことにより、我国最初の寺院造営がスタートし、推
すい

古
こ

天皇14年（606）

に鞍
くらつくりのとり

作鳥（止
と り ぶ っ し

利仏師）が金
こんどうしゃかにょらいぞう

銅釈迦如来像（飛
あすかだいぶつ

鳥大仏）を完成させ、金堂に安置することによっ

て、飛鳥寺（法
ほうこうじ

興寺）が竣工します。

今まで、古墳造営において、権威の継承を始めとする体制維持をしていた地方豪族にと

っては、寺院を建立し経営することは、豪族自身の経済力とヤマト王権を中心とする中央

との結びつきがいかに強いかを誇示するために、もっとも効果的なものでした。このこと

は、地方豪族の政治的、経済的序列を、それぞれの地域の人々に対して視覚的に訴えるも

のとなりました。７世紀後半のヤマト王権は、仏教に対して鎮
ち ん ご こ っ か

護国家的な呪力を期待する

だけでなく、仏教奨励策を積極的に進めるのには、地方豪族が仏教を受容し、寺院を建立

することにより、王権や中央の有力官人との政治的結合をより強くするための方策の一つ

として利用しました。すなわち、地方豪族にとっても、ヤマト王権や有力官人との結びつ

きを広く示すための権威の象徴でもありました。

また、仏教受容の形態として、豪族層の追
ついぜんくよう

善供養を中心とする考え方が一方に在ります。

すなわち、地域首長が、「氏寺」として寺院を建立することにより、血縁を中心としなが

らも地縁的な関係も含む、地域共同体の結束強化を期待していたとも考えられます。

こういったヤマト王権や地方豪族の思惑といったものも含む社会情勢を反映して、７世

京埋セミナー資料No.141 － 434
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紀後半から８世紀にかけての白

はくほう

鳳時代には、全国で700箇寺を超える寺院が建立されまし

た。これは、律令国家の成立と軌を一にするものです。

２．丹波国桑田郡での寺院建立

丹波国桑
くわたぐん

田郡に属する亀岡盆地に仏教文化が伝播し、寺院建立されるのは、前述の様な

社会情勢を背景に、７世紀後半から８世紀初頭にかけてと考えられます。その嚆
こ う し

矢となる

のが千代川町北ノ庄で確認された桑
くわでらはいじ

寺廃寺です。

これら古代寺院建立の背景となる古墳造営についてみてみると、桑寺廃寺が建立された

千代川町周辺には、行者山東麓に223基からなる市内最大規模を誇る小
こ か な げ

金岐古墳群を始め、

北ノ庄古墳群（27基）、拝
は い だ

田古墳群（18基）が分布し、導入期の横
よこあなしきせきしつ

穴式石室や山陰地方を中心

に分布する中高式横穴式石室、紀ノ川流域を中心に広がる石
いしだな

棚付横穴式石室や玄
げんしつ

室内の

屍
ししょう

床を区画する石
せきしょう

障を持つ横穴式石室など、多地域の要素を兼ね備えた横穴式石室の造営

が認められます。その中にあって、特に石棚付横穴式石室を内部主体とする前方後円墳の

拝田16号墳は、古墳時代後期における丹波国の首長系譜を受け継いだ千歳車塚古墳の被葬

者の後継と考えられる首長の墓です。

次に観
かんのんしばはいじ

音芝廃寺が建立された篠地域は、山陰道に沿った場所に、前期古墳の向山古墳が

築造されたのを始め、舶
はくさい

載の画
が

文
もん

帯
たい

環
かん

状
じょう

乳
にゅう

神
しん

獣
じゅう

鏡
きょう

等を副葬した竪穴式石室を内部主体

とする王子三ツ塚２号墳や、中期古墳として桝
ますづか

塚古墳、瀧
たきのはな

ノ花古墳の方墳、前方後円墳の

野条古墳が分布します。古墳時代後期の古墳はほとんど見受けられませんが、当地域には、

須
す

恵
え

器
き

を始め 緑
りょく

釉
ゆう

陶
とう

器
き

、瓦を生産した篠
しのこようせきぐん

古窯跡群が広範囲に分布する地域であり、その

消長と軌を一にしています。

池
いけじりはいじ

尻廃寺が建造された馬
う ま じ

路町池尻周辺には、前期古墳として出
い ず も ぶ し き こ ふ ん

雲武式古墳を始め、前期

から後期にわたる池尻古墳群、中期古墳として、坊
ぼうずづか

主塚古墳、天
てんじんづか

神塚古墳、時
ときづか

塚古墳とい

ったヤマト王権を背景に最新の武具類を入手した地域首長の存在が確認されています。

與
よ の は い じ

能廃寺が建造された曽
そ が べ

我部地域は、筒
つつがたどうき

形銅器を出土した穴
あ な お

太21号墳を始めとして前期

から後期にわたる穴太古墳群（33基）を始め、法
ほ う き

貴古墳群（51基）、法貴峠古墳群（19基）等市

内でも２番目に古墳が密集している地域でもあり、地名等から安
あんかん

閑２年（535）に設置され

た丹波国の蘇
そ し き の み や け

斯岐屯倉が、犬
いぬかい

飼周辺に置かれた可能性や、蘇
そ が

我氏の私有部民が置かれた屯

倉を守衛する犬
いぬかいべ

養部の設置もあわせて考えられる地域でもあります。

佐
さ え き は い じ

伯廃寺は、行者山南麓には鹿
ろ く や

谷古墳群（27基）、鹿谷大市古墳群（38基）等が分布し、そ

の麓には、豪族居館跡を含む鹿谷遺跡が広がります。

特に注目されるのが、明治にイギリスから招
しょうへい

聘されたウィリアム・ガウランドが調査し
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た石棚付横穴式石室から出土した金
こんどうそう

銅装馬具等が現在大英博物館に保存されていますが、

これらは、ヤマト王権から同盟関係の証として地域首長に配布された最新鋭の馬具類であ

ったことは言うまでもありませんが、倭風の様式の拵
こしら

えを持つ大振りの太
た ち

刀に伴う双
そうぎょはい

魚佩

等も出土しており、拝田16号墳の後継ともなりうる有力豪族であったことを示していると
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図１　亀岡盆地の主要な古墳と古代寺院位置図
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もいえます。

このように、古代寺院が建立されたそれぞれ

の地域には、前代の古墳時代においても、有力

豪族がヤマト王権の力を背景にして、地域首長

として権威の象徴として古墳造営をし、それが

寺院建立へと移行した様子をうかがうことがで

きます。

　桑寺廃寺

府道拡幅等に伴う発掘調査によりその一端が確

認されました。寺域は、一辺150mで築地或いは柵列によって区画され、現在の田
た ん ぼ

圃の中

に小祠を祀った高まりがあり、その位置関係から講堂跡基壇と考えられ、主要伽
が ら ん は い ち

藍配置も、

法
ほ っ き じ

起寺式伽藍配置が想定されています。

同寺の創建瓦は、飛鳥様式を色濃く残した素
そべんはちようれんげもん

弁八葉蓮華文軒丸瓦と三
さんじゅうこもん

重弧文軒平瓦が出

土しています。その後継として白鳳時代の複
ふくべんはちようれんげもん

弁八葉蓮華文軒丸瓦が出土していますが、播

磨国河
か わ い は い じ

合廃寺や加古川流域の繁
はんじょうはいじ

昌廃寺、殿
とのはらはいじ

原廃寺、金
こんしんじ

心寺の瓦と酷似していることから、

それぞれの地域の壇
だんおつ

越氏族との関係も考える必要があります。例えば、佐伯氏の分布は、

素弁蓮華文軒丸瓦の分布と一致し、丹波国桑田郡に隼
はやとのほ

人保が存在すること等から、隼人を

統括した佐伯氏が、桑寺廃寺を建立した可能性も考えられます。

また、千代川国府推定域の一画に位置し、寺院関連地名として「桑
くわでら

寺」「堂
どうのうしろ

ノ後」も残

っています。この「桑寺」地名については、国分寺の前身寺院である「国
こ う で ら

府寺」の転化し

たものとの説もあります。さらに「桑田寺」の省略形と考えると、郡名を冠する「郡寺」

とも考えられます。

　観音芝廃寺

創建瓦の重弁八葉蓮華文軒丸瓦は、秦
はた

氏が壇越として造営された樫
かたぎはらはいじ

原廃寺の創建瓦と酷

似するもので、これらの瓦は、同じく秦氏の造営とされる京都市の北
き た の は い じ

野廃寺や太
うずまさ

秦の広
こう

隆
りゅう

寺
じ

造営に際して用いられた高
こ う く り

句麗系軒瓦の影響を受けたものです。

さらに次期瓦の複弁八葉蓮華文軒丸瓦は、本
も と や く し じ

薬師寺系で、大阪の四条畷の正
しょうほうじ

法寺と同
どうはん

笵

関係が確認され、笵
はんきず

傷の進行具合から、同寺から正法寺へ、笵もしくは笵と工人の移動が

想定されています。

寺域は、115m四方、幅1.2mの側溝をもった築地が廻ります。金堂の瓦積基壇は、残存高

0.6ｍを計測するなど、良好な遺存状況でした。当初は、延
のべいし

石と地
じふくいし

覆石の上に半
はんさい

截された

平瓦を積み上げる壇
だんじょうづみ

上積が、後の修復ついては、平瓦の短辺の小
こ ぐ ち

口や丸瓦の小口を揃
そろ

えた

図２　桑寺廃寺創建瓦拓影

	 同寺の創建瓦は、飛鳥様式を色濃く残した素弁八葉蓮華文軒丸瓦と三重弧文軒平瓦が出

土している。その後継として白鳳時代の複弁八葉 
蓮華文軒丸瓦が出土しているが、播磨国河合廃寺 
や加古川流域の繁昌廃寺、殿原廃寺、金心寺の瓦 
と酷似していることから、それぞれの	 地域の壇 
越氏族との関係も考える必要がある。例えば、佐 
伯氏の分布は、素弁蓮華文軒	 丸瓦の分布と一致 
し、丹波国桑田郡に隼人保が存在すること等から、 
隼人を統括した佐伯氏が、桑寺廃寺を建立した可 
能性も考えられる。 
	 また、千代川国府推定域の一画に位置し、寺院 
関連地名として「桑寺（くわでら）」「堂ノ後（どうのうしろ）」 
も残る。この「桑寺」地名については、国分寺の 
前身寺院とである「国府寺（こうでら）」の転化したものとの説もある。さらに「桑田寺」

の省略形と考えると、郡名を冠する「郡寺」とも考えられる。 
 
観音芝廃寺  
	 創建瓦の重弁八葉蓮華文軒丸瓦は、秦氏が壇越として造営された樫原廃寺の創建瓦と酷

似するもので、これらの瓦は、同じく秦氏の造営とされる京都市の北野廃寺や太秦の広隆

寺造営に際して用いられた高句麗系軒瓦の影響を受けたものである。 
さらに次期瓦の複弁八葉蓮華文軒丸瓦は、本薬師寺系で、大阪の四条畷の正法寺と同笵

関係が確認され、笵傷の進行具合から、同寺から正法寺へ、笵若しくは笵と工人の移動が

想定されている。 
寺域は、115m四方、幅 1.2mの側溝を持った築地が廻る。金堂の瓦積基壇は、残存高 0.6

ｍを計測するなど、良好な遺存状況であった。当初は、延石と地覆石の上に半載された平

瓦を積み上げる壇上積が、後の修復ついては、平瓦の短辺の小口や丸瓦の小口を揃えた再

利用瓦を挿しこんで葺いている。さらに、基壇の中段位置には、軒平瓦の瓦当左端を打ち

掻いたものを一列に並べ、基壇化粧としている。この基壇化粧としている軒平瓦の文様か

わ、奈良時代後期になっての改修と考えられる。 
出土する瓦等から、7世紀末に建立されて 12世紀後半まで、何らかの改修が行われた痕

跡が確認された。この寺の存続期間は、篠窯業生産遺跡群の消長と軌を一にする。 
寺域の割り付けは、金堂と講堂の心々間、38.5ｍを一単位として、その三倍を寺域として

いる。しかし、平安時代後期には、寺域の縮小が行われ、北限の溝が、講堂基壇と切りあ

う。掘立柱建物の講堂は、宇治市の岡本廃寺、鳥取県倉吉市の大原廃寺等、類例が少ない。 
なお、篠町山本の如意寺山門脇に祀られる、平安時代の木造薬師如来である北向き薬師は、

元観音芝に安置されていたものが、明治 8 年に廃寺となった東栄寺を経て、遷座されたも

 
	 	 第 2図	 桑寺廃寺創建瓦拓影 
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再利用瓦を挿しこんで葺いています。さらに、

基壇の中段位置には、軒平瓦の瓦
が と う

当左端を打

ち掻
か

いたものを一列に並べ、基
きだんけしょう

壇化粧として

います。この基壇化粧としている軒平瓦の文

様から、奈良時代後期になっての改修と考え

られます。

出土する瓦等から、７世紀末に建立されて12

世紀後半まで、何らかの改修が行われた痕跡

が確認されました。この寺の存続期間は、篠

窯業生産遺跡群の消長と軌を一にします。

寺域の割り付けは、金堂と講堂の心々間、

38.5ｍを一単位として、その３倍を寺域とし

ています。しかし、平安時代後期には、寺域

の縮小が行われ、北限の溝が、講堂基壇と切

りあいます。掘立柱建物の講堂は、宇治市の

岡
おかもとはいじ

本廃寺、鳥取県倉吉市の大
おおはらはいじ

原廃寺等、類例

があまりありません。

なお、篠町山本の如意寺山門脇に祀られる、

平安時代の木造薬
やくしにょらい

師如来である北向き薬師は、

元観音芝に安置されていたものが、明治８年

に廃寺となった東
とうえ い じ

栄寺を経て、遷座されたも

のと伝えられています。

さらに、東門の内側で確認された梵
ぼんしょう

鐘鋳造

遺構は、直径0.6mの定盤の上に内型、外型が残

った状態で確認されています。

　池尻廃寺（馬路町池尻）

寺域は、120m四方で、法隆寺式伽藍配置が

想定されています。創建瓦は、単弁八葉蓮華

文軒丸瓦は、外区外縁に線
せんきょしもん

鋸歯文を施すもの

で、本薬師寺系に類似性をもった、藤原宮式

のやや退化した瓦です。これらは、京都府内

では綾部市の綾
あやなかはいじ

中廃寺や京都市の北白川廃寺、

のと伝えられる。 
	 さらに、東門の内側で確認された梵鐘鋳造遺構は、直径 0.6mの定盤の上に内型、外型が
残った状態で確認されている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
池尻廃寺（馬路町池尻） 
	 寺域は、120m四方で、法隆寺式伽藍配置が想定さ 
れている。創建瓦は、単弁八葉蓮華文軒丸瓦は、外区 
外縁に線鋸歯文を施すもので、本薬師寺系に類似性も 
った、藤原宮式のやや退化した瓦である。これらは 
、京都府内では綾部市の綾中廃寺や京都市の北白川廃 
寺、大宅廃寺のものとも類似性が認められるが、池尻 
廃寺よりも簡略化が進んでいることから、時期的な流 
れを感じさせる。これらは、藤原宮の瓦工人の移動、 
若しくは地元工人が宮造営に駆り出され、そこで習得 
した技術を駆使して帰郷後に作成したことも考えられ 
る。なお、寺域北限近くにおいて、瓦窯の存在をうか 
がわせる溶着した瓦や、歪んだ瓦が確認されている。 
 
 
 
 
 
 

 

	 	 第 3図	 観音芝廃寺伽藍配置図 
 

 

	 	 	 第 4図	 観音芝廃寺・樫原廃寺創建瓦拓影 

 
	 	 第 5図	 池尻廃寺伽藍配置図 

 

	 	 第 6図	 	 池尻廃寺創建瓦拓影 

図３　観音芝廃寺伽藍配置図

図４　観音芝廃寺・樫原廃寺創建瓦拓影

図５　池尻廃寺伽藍配置図

のと伝えられる。 
	 さらに、東門の内側で確認された梵鐘鋳造遺構は、直径 0.6mの定盤の上に内型、外型が
残った状態で確認されている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
池尻廃寺（馬路町池尻） 
	 寺域は、120m四方で、法隆寺式伽藍配置が想定さ 
れている。創建瓦は、単弁八葉蓮華文軒丸瓦は、外区 
外縁に線鋸歯文を施すもので、本薬師寺系に類似性も 
った、藤原宮式のやや退化した瓦である。これらは 
、京都府内では綾部市の綾中廃寺や京都市の北白川廃 
寺、大宅廃寺のものとも類似性が認められるが、池尻 
廃寺よりも簡略化が進んでいることから、時期的な流 
れを感じさせる。これらは、藤原宮の瓦工人の移動、 
若しくは地元工人が宮造営に駆り出され、そこで習得 
した技術を駆使して帰郷後に作成したことも考えられ 
る。なお、寺域北限近くにおいて、瓦窯の存在をうか 
がわせる溶着した瓦や、歪んだ瓦が確認されている。 
 
 
 
 
 
 

 

	 	 第 3図	 観音芝廃寺伽藍配置図 
 

 

	 	 	 第 4図	 観音芝廃寺・樫原廃寺創建瓦拓影 

 
	 	 第 5図	 池尻廃寺伽藍配置図 

 

	 	 第 6図	 	 池尻廃寺創建瓦拓影 
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大
おおやけはいじ

宅廃寺のものとも類似性が認められま

すが、池尻廃寺よりも簡略化が進んでい

ることから、時期的な流れを感じさせま

す。これらの背景には、藤原宮の瓦工人

の移動、もしくは地元工人が宮造営に駆

り出され、そこで習得した技術を駆使し

て帰郷後に作成したことも考えられます。

なお、寺域北限近くにおいて、瓦窯の存

在をうかがわせる溶着した瓦や、歪
ゆが

んだ瓦が確認されています。

　與能廃寺（曽我部町寺）

延
え ん ぎ

喜式
しきないしゃ

内社與
よ の じ ん じ ゃ

能神社の御
おたびしょ

旅所周辺を中心に数多くの礎石が残っています。曽我部町犬飼

の井内家庭園には、中央に直径0.6ｍの窪みを持つ、2.5ｍ、１mの塔の心礎が確認されてい

ます。

與能神社の社伝等によれば、嵯峨天皇の勅命により弘法大師空海が弘仁元年（810）に創

建した神宮寺の伝承もあり、周辺には往時をしのばせる古仏が多く残っています。未発掘

であることから、伽藍配置は不明ですが、御旅所のある小高いところが、講堂跡等の主要

堂
ど う う

宇の可能性があり、周辺からは、本薬師寺系の複弁八葉蓮華文軒丸瓦と扁
へんこうからくさもん

行唐草文軒平

瓦が出土しています。

のと伝えられる。 
	 さらに、東門の内側で確認された梵鐘鋳造遺構は、直径 0.6mの定盤の上に内型、外型が
残った状態で確認されている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
池尻廃寺（馬路町池尻） 
	 寺域は、120m四方で、法隆寺式伽藍配置が想定さ 
れている。創建瓦は、単弁八葉蓮華文軒丸瓦は、外区 
外縁に線鋸歯文を施すもので、本薬師寺系に類似性も 
った、藤原宮式のやや退化した瓦である。これらは 
、京都府内では綾部市の綾中廃寺や京都市の北白川廃 
寺、大宅廃寺のものとも類似性が認められるが、池尻 
廃寺よりも簡略化が進んでいることから、時期的な流 
れを感じさせる。これらは、藤原宮の瓦工人の移動、 
若しくは地元工人が宮造営に駆り出され、そこで習得 
した技術を駆使して帰郷後に作成したことも考えられ 
る。なお、寺域北限近くにおいて、瓦窯の存在をうか 
がわせる溶着した瓦や、歪んだ瓦が確認されている。 
 
 
 
 
 
 

 

	 	 第 3図	 観音芝廃寺伽藍配置図 
 

 

	 	 	 第 4図	 観音芝廃寺・樫原廃寺創建瓦拓影 

 
	 	 第 5図	 池尻廃寺伽藍配置図 

 

	 	 第 6図	 	 池尻廃寺創建瓦拓影 図６　池尻廃寺創建瓦拓影

図７　與能廃寺塔跡心礎写真
及び実測図

図８　與能廃寺創建瓦拓影

與能廃寺（曽我部町寺） 
延喜式内社與能神社の御旅所周辺を中心に数多くの礎石が残る。曽我部町犬飼の井内家

庭園には、中央に直径 0.6ｍの窪みを持つ、2.5ｍ、1mの塔の心礎が確認されている。 
	 與能神社の社伝等によれば、嵯峨天皇の勅命により弘法大師空海が弘仁元年（810）に創
建した神宮寺の伝承もあり、周辺には往時をしのばせる古仏を多く残る。 
未発掘であることから、伽藍配置は不明であるが、御旅所のある小高いところが、講堂

跡等の主要堂宇の可能性があり、周辺からは、本薬師寺系の複弁八葉蓮華文軒丸瓦と扁行

唐草文軒平瓦が出土している。 
	 この本薬師寺系瓦である三角縁の内斜面に隆線鋸歯文が施された複弁八葉蓮華文軒丸瓦

（平城宮 6276形式系）は、これらが伝播したとされる紀ノ川流域を本貫地とする紀氏との
繋がりが想定される。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
佐伯廃寺（薭田野町佐伯） 
	 寺域及び伽藍配置は不明であるが、出土した素弁八葉蓮華文軒丸瓦と扁行唐草文軒平瓦

が、綾部市に属する丹波国何鹿郡漢部郷の中心に位置する綾中廃寺で使用されたものと同

笵であることが確認された。同寺は、郡衙等の役所が隣接していることから、郡寺とも考

えられる。 
	 さらに、注目される遺物として、仏塔を模した小型の焼物の塔が出土している。 
 
 

 

 

第 7図	 與能廃寺塔跡心礎写真 
及び実測図 

 

 
第 8図	 與能廃寺創建瓦拓影 
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この本薬師寺系瓦である三角縁の内斜面に隆

りゅうせん

線鋸
きょしもん

歯文が施された複弁八葉蓮華文軒丸瓦

（平城宮6276型式系）は、これらが伝播したとされる紀ノ川流域を本
ほんがんち

貫地とする紀氏との繋
つな

がりが想定されます。

　佐伯廃寺（薭田野町佐伯）

寺域及び伽藍配置は不明ですが、出土した素弁八葉蓮華文軒丸瓦と扁行唐草文軒平瓦が、

綾部市に属する丹波国何
いかるがぐん

鹿郡漢
あやべごう

部郷の中心に位置する綾中廃寺で使用されたものと同笵で

あることが確認されました。同寺は、郡
ぐ ん が

衙等の役所が隣接していることから、郡寺とも考

えられます。

さらに、注目される遺物として、仏塔を模した小型の焼物の塔が出土しています。

３．丹波国分寺・国分尼寺の建立

国毎に寺を建立して鎮護国家を祈願するのは、中国唐
とう

の則
そくてんぶこう

天武后によって勧められた仏

教政策の一つである「大雲寺制度」に倣
なら

ったものと言われていますが、天
て ん む

武天皇５年（676）

諸国に使者を派遣して、鎮護国家のために『金
こんこうみょうきょう

光明経』や『仁
にんのうきょう

王経』の読
どくしょう

誦させるなど、

仏教を興隆させることにより律令国家体制を確立させようとしました。その後も、持
じ と う

統天

皇８年（694）に『金光明経』100部を諸国に送置して、毎年正月の上
じょうげん

弦の日に読誦を命じたり、

大
たいほう

宝２年（702）文
も ん む

武天皇が諸国に配する僧官である国師を任じ、各国毎に『護国経』を講説、

読誦させる「国府寺」が置かれたりしました。神
じ ん き

亀５年（728）には、聖
しょうむ

武天皇が『金光明（最

勝王）経』十巻を諸国に分け与え、これが後に国分寺の根本経典となります。

天平９年（737）には、聖武天皇の皇后、光
こうみょうし

明子の兄にあたる藤原四卿の藤原武智麻呂、

房前、宇合、麻呂が相次いで疱
ほうそう

瘡で亡くなるなど疫
えきびょう

病の蔓
まんえん

延に際し、神仏の加護を念じて、

丈六の釈
しゃかさんぞんぞう

迦三尊像を造らせ大
だいはんにゃきょう

般若経を書写し、天平12年（740）には、七重塔１基の造立と

『法華経』10部の書写を発願しました。そして、天平13年（741）に聖武天皇の国分寺造立の

詔により、各国毎に僧寺である「金
こんこうみょう

光明四
してんのう

天王護
ご こ く の て ら

国之寺」と尼寺の「法
ほ っ け

華滅
めつざいのてら

罪之寺」を

対として建立されることとなりました。丹波国においても千
ちとせちょうこくぶ

歳町国分に丹波国分僧寺が、

河
かわらばやしちょうかわらじり

原林町河原尻に国分尼寺が、伽藍中軸線間で約450mの至近距離で、しかも同一条里線

上に整然と相対して建立されました。

　丹波国分僧寺跡

丹波国分僧寺は、一辺が245mの広大な寺域に両側溝を伴う築
つ い じ

地を廻らせていました。

主要な伽藍建物を東寄りに配置し、南門をくぐり、真っ直ぐ進むと中門に至ります。中門

からは、東西に回廊が延び、回廊が南北方向に曲がるところからは築地に変化させながら

東の塔、西の金堂を取り囲み講堂に取りつき、国分寺の聖なる空間「仏地」としています。
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回廊から南北に延びた築地が講堂に繋がる築地の北側にそれぞれ、東に鐘
しょうろう

楼、西に経
きょうぞう

蔵を

配置しています。この築地は、講堂の北側に配置された、東西96m、南北12.6ｍで、中央

の南北通路を挟んで、東西に四房ずつ、八房からなる僧房をも取り囲むように廻り、僧地

を区画していました。これら主要な伽藍配置は、法起寺式に倣った配置を取っています。

発掘調査では、奈良時代から平安時代末期にわたる大量の瓦が出土しましたが、創建瓦

の忍
にんどうもん

冬文軒丸瓦と柄
えかがみ

鏡状の中心飾りをもった均
きんせいからくさもん

整唐草文軒平瓦は、地方色豊かな丹波独

自の文様で、国分寺の北へ約１㎞のところに位置する馬路町三日市の西端で瓦窯の存在

が確認されています。また、国分寺出土の瓦で注目されるものとして、奈良平城京内の

唐
とうしょうだいじ

招提寺や西
さいだいじ

大寺、西
さいりゅうじ

隆寺、法
ほ っ け じ

華寺等で使用された軒瓦と同笵のものが確認されています。

これは、笵の傷の進行具合から、平城京で使用された後、丹波に笵が移動したものと考え

られています。すなわち、丹波国に限らず国分寺竣工の催促が度々出されていましたが、

丹波国については、平城京で使用していた瓦の笵を下賜することによって、早期の完成を

促したことを示すものと考えられています。すなわち、神
じんごけいうん

護景雲元年（767）以降の早い段

階に、丹波国分寺は竣工、落
らっけい

慶に拍車がかかったものと推察されます。

　丹波国分尼寺跡

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
	 丹波国分尼寺跡  
	 丹波国分尼寺は、南北 180m、東西 150ｍ、 
の寺域を築地が廻らされていた、主要な堂宇 
は、南門、中門、金堂、講堂、尼房が伽藍中 
心軸線上に並ぶ東大寺式の配置と考えられる。 
	 これら主要伽藍は、金堂と講堂の建物心々 
間の距離、36mを一単位として寺域を五分割 
して、それぞれ建物を配置している。 
	 国分尼寺からは、丹波国分僧寺の創建瓦と 
平安時代初期の唐招提寺同笵のものが出土し 
ているが、それ以降のものが出土していない 
ことから、平安時代中期までに廃絶したもの 
と考えられる。 
	 なお、かつて金堂基壇上に遺存していた礎 
石の一部は、嵯峨嵐山の大河内山荘に移設さ 
れている。 

 

 
	 第 9図	 丹波国分僧寺伽藍配置図 

 
	 	 	 	 	 	 	 	 国分寺創建瓦 
 

	  
唐招提寺出土軒瓦	 	 	 	 丹波国分寺出土軒瓦 
 
	 第 10図	 丹波国分寺創建瓦と笵の移動 

 
 
	 第 11図	 丹波国分尼寺伽藍配置図 

図９　丹波国分僧寺伽藍配置図 図10　丹波国分寺創建瓦と笵の移動
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丹波国分尼寺は、南北180m、東西150ｍの寺域に

築地が廻らされていました。主要な堂宇は、南門、

中門、金堂、講堂、尼房が伽藍中心軸線上に並ぶ

東大寺式の配置と考えられます。

これら主要伽藍は、金堂と講堂の建物心々間の

距離、36mを一単位として寺域を５分割して、それ

ぞれ建物を配置しています。

国分尼寺からは、丹波国分僧寺の創建瓦と平安

時代初期の唐招提寺同笵のものが出土しています

が、それ以降のものが出土していないことから、

平安時代中期までに廃絶したものと考えられます。

なお、かつて金堂基壇上に遺存していた礎石の

一部は、嵯峨嵐山の大
おおこうちさんそう

河内山荘に移設されていま

す。

４．天平期創建伝承の寺院

発掘調査等で、その概要が明らかになっている丹波国分寺、国分尼寺以外で、天平期の

創建伝承を持つ寺院は４箇寺が知られています。その一つが、令和元年５月20日に文化庁

より「1300年つづく日本の終活の旅」として「日本遺産」として認定された、西国三十三

所観音巡礼の二十一番札所である穴太寺で、慶
けいうん

雲２年（705）、大
おお と も の こ ま ろ

伴古麻呂が創建したと伝

えられています。

旭町には、和銅元年（708）に元
げんめい

明天皇の勅願により建立されたとする、幡
はただに

谷山元
げんみょういん

明院薬

師寺があります。その後一時衰退しましたが、安
あんげん

元元年（1175）に平
たいらのしげもり

重盛が再建し七堂伽藍

を整備したと伝え、再建に当たって平重盛が薬師如来、脇侍の日光・月光菩薩の三尊を寄

進し、平清盛の弟、教
のりもり

盛が眷
けんぞく

属の十二神将像を寄進したと伝えます。なお、元明院の旧仏

と伝わる国重文の木造阿弥陀如来立像（九州歴史博物館蔵）には、「為秦姓子孫永久／奉皇

太子願一刀三禮刻之授／推古六戊午年三月十五日／秦川勝大臣廣隆宿禰」の刻銘があり、

後世の刻文とは言え、当地域における寺院建立の壇越氏族の伝承として注目することがで

きます。

大井町並
なみかわ

河に光明皇后が聖武天皇の病気平
へ い ゆ

癒を祈願して、和銅４年（711）に創建された

願
がんじょうじ

成寺があります。同寺の木造薬師如来坐像は、天平期の雰囲気を伝え、光
こうはい

背や台座は、

造像当初のものが伝来しています。

図11　丹波国分尼寺伽藍配置図
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西
にしべついんちょうまんがんじ

別院町万願寺の萬願寺も、和銅３年（710）に湯谷ヶ岳の山中に創祀された大
おおみやめ

宮賣神を

主祭神とする大宮神社に、仏教の布教や大規模な社会福祉事業を展開し、総国分寺である

東大寺造営の大勧進をするなど大活躍した行基が、この神の御神託を受けるために、天平

年間（729～749）に勅
ちょっきょ

許を得て七堂伽藍及び12ヶ院の坊
ぼうしゃ

舎を建立し、法
ほっそうしゅう

相宗の寺院としたと

伝えます。今も山中に、礎石等が残されており、往時をしのぶことができます。その後、

戦乱の兵火に遭い衰退を余儀なくされましたが、兵火を逃れた旧仏が大宮神社境内仏堂を

始め、別院地内の寺院も数多く伝来し、山林仏教として行われた雑
ぞうみつしんこう

密信仰として、天平時

代の悔
け か

過信仰の伝統を偲
しの

ばせる仏像群です。

５．平安期創建伝承の寺院

平安期になると、宮前町宮川に延暦２年（783）に西願上人が創建したと伝えられ

る神
かんのおさんきんりんじ

尾山金輪寺があります。この金輪寺の旧仏と伝えられる木芯乾漆薬師三尊像は

栂
とがのおこうさんじ

尾高山寺等に伝来しています。『高山寺什器帳』によると、金輪寺の本尊で、丹波国医

道元祖典薬頭康頼の持念仏と記されており、かつて市内所在とされた旧仏も含めて、現在

確認されている最古の仏像です。なお、山内には、諸堂宇の痕跡を示す平坦面や石垣等が

随所に認められ、往時の隆盛を今に伝えています。現在の永
えいろく

禄２年（1559）造営の本堂は、

京都府指定文化財となっています。

この他、平安期に創建伝承を持つ寺院は、数多くあり、その主なものを上げると、

神蔵寺　薭田野町佐伯　延暦９年（790）、伝教大師最澄による創建

国恩寺　篠町森　　　　延暦17年（798）、坂上田村麻呂による創建

地蔵寺　大井町並河　　　志楽上人が開基、元久３年（1206）に法然寺と改称

千手寺　薭田野町鹿谷　　大同２年（807）弘法大師空海が創建

金仙寺　千歳町千歳　　　仁和年間（885～889）円珍が開創

金輪寺　東別院町栢原　　空海が、三所権現・薬師・観音を熊野より移して開く

與能神社神宮寺　曽我部町寺　空海が奥ノ院露堂で護摩行を行う

桑田寺　曽我部町寺　　　郡内真言宗の総寺

観音寺　保津町観音寺　　興聖寺一切経の奥書、長寛元年（1163）～嘉応元年（1169）

法貴寺　曽我部町法貴　　興聖寺一切経の奥書、長寛元年（1163）～嘉応元年（1169）

西楽寺　千代川町北ノ庄　興聖寺一切経の奥書、長寛元年（1163）～嘉応元年（1169）

これらの寺院及び由緒地には、往時の仏像を始め、石仏や石塔等の石造物など、往時を

彷
ほうふつ

彿とさせる様々なものが伝来しています。
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６．おわりに

亀岡盆地における仏教文化の伝播は、700年前後に建立された千代川町北ノ庄の桑寺廃

寺を嚆矢として、観音芝廃寺、池尻廃寺、與能廃寺、佐伯廃寺が相次いで建立されたころ

に始まります。これらは、『和名抄』に挙げられる、丹波国桑田郡内の郷の内、亀岡市内

に所在したとされる小川、桑田、漢部、宗我部、川人、荒部、池辺等の各郷毎に寺院が建

立された様子がうかがえます。それらの寺院は、ヤマト王権との密接な関係を背景に造営

されてきた古墳に代わり、権威の象徴としての機能と合わせて、律令体制に組み込まれて

いく地域首長、地方有力豪族の姿を垣間見ることができます。そして、寺院造営に携わっ

た壇越氏族を考えていく上には、これら古代寺院から出土する瓦等の遺物が示唆を与えて

くれます。

また、山陰道東端の丹波国、しかも峠を挟んで畿内と隣接する交通の要衝に位置する亀

岡盆地に古代寺院がいかに多く建立されたか。さらに、それぞれに伝来する仏像群やその

伝承等から亀岡盆地における仏教文化の伝播の様子を知ることができるとともに、先人か

ら受け継がれた祈りや願い、こころを知ることができます。それらを保存継承することは、

すなわち地域の特色を具現化することとなり、特色あるまちづくり、ひとづくりへとつな

がるものです。
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丹波国における律令制成立期の寺院
－山背国と対比しつつ－

京都大学名誉教授
公益財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センター理事
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